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地
域
の
自
主
防
災
組
織
は
、
各

区
な
ど
の
住
民
で
結
成
さ
れ
る
、

い
ち
ば
ん
身
近
な
防
災
組
織
で
す
。

そ
の
役
割
は
、
災
害
が
発
生
し
た

と
き
に
住
民
が
協
力
し
合
っ
て
、

い
ち
早
く
負
傷
者
の
救
出
・
救
護

や
火
災
の
初
期
消
火
活
動
を
行
う

な
ど
、
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止

め
て
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
と
住
民

を
守
る
こ
と
で
す
。

　 　



　

災
害
時
に
は
地
域
全
体
が
被
災

し
ま
す
か
ら
、
消
防
や
救
急
が
対

応
し
き
れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う

い
う
場
合
で
も
、
自
主
防
災
組
織

が
迅
速
に
救
出
・
消
火
活
動
を
行

え
ば
、
火
災
が
広
が
る
の
を
止
め

た
り
、
逃
げ
遅
れ
た
人
や
建
物
に

埋
も
れ
た
人
を
早
く
発
見
・
救
出

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
も
、
住

民
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
消
火

活
動
が
火
災
の
拡
大
を
防
ぎ
ま
し

た
。
ま
た
、
救
出
さ
れ
た
人
の
ほ

と
ん
ど
が
、
住
民
に
よ
っ
て
助
け

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
の
自
主
防
災
組
織
の
役

割
は
、「
情
報
連
絡
」「
消
火
活
動
」

「
救
出
・
救
護
」「
避
難
誘
導
」「
給
食
・

給
水
」
な
ど
の
分
野
に
わ
た
り
ま

す
。
大
き
な
災
害
は
頻
繁
に
起
こ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ざ
、

災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
、
自
主
防

災
組
織
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
役

割
を
機
能
的
に
果
た
す
た
め
に
は
、

自
主
防
災
組
織
と
し
て
の
ふ
だ
ん

か
ら
の
防
災
活
動
が
重
要
で
す
。

　

災
害
時
に
は
、「
自
助
」「
共
助
」

「
公
助
」
の
三
つ
の
助
け
を
必
要
と

し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
自
分
で
自

分
を
助
け
る
こ
と
、
地
域
の
人
と

人
と
の
助
け
合
い
、
そ
し
て
行
政

か
ら
の
支
援
で
す
。

　

こ
の
内
一
番
の
基
本
は
、
自
分
で

自
分
の
身
を
助
け
る
「
自
助
」、個
々

の
家
庭
で
の
防
災
で
す
。
自
分
が

け
が
を
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
人
を

救
助
し
た
り
、
火
事
を
消
し
た
り

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

災
害
時
に
け
が
を
し
な
い
た
め

に
も
、
家
の
中
の
家
具
を
固
定
し

た
り
、
非
常
持
ち
出
し
袋
を
用
意

し
た
り
す
る
な
ど
、
家
庭
で
の
防

災
を
し
っ
か
り
し
て
お
く
こ
と
が

大
事
で
す
。

　

こ
う
し
た
個
々
の
家
庭
で
の
防

災
が
、
実
は
町
全
体
の
防
災
力
の

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。
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☎

　 　



　精神や身体に重度、または中度の障害がある 20歳未満の児童を扶養している父母等
　1級　…　身体障害者手帳「1級」「2級」と療育手帳「Ａ」、及びこれらと同程度の児童
　2級　…　身体障害者手帳「3級」の一部、「4級」の一部、療育手帳「Ｂ」の一部、及びこれらと同程
　　　　　　度の障害を有する児童

　手当は、1年に 3回、4月（12～ 3月分）、8月（4～ 7月分）、11月（8～ 11月分）に支給となります。

　役場福祉介護課の窓口で請求の手続きをしてください。
　県知事の認定を受けることにより支給されます。

　次の方は手当を受けられませんのでご注意ください。
　＊児童が施設に入所しているとき
　＊児童が障害を支給事由とする公的年金を受けているとき

　役場福祉介護課　障害福祉係 （☎ 275-2111 内線 246・247）

8月 11日（水）～ 9月 10日（金）　午前 9時～午後 5時
役場福祉介護課（町総合会館内）
役場福祉介護課　障害福祉係（☎ 275-2111 内線 246・247）

　児童扶養手当を受けているみなさん、８月は現況届（所得状況届）を提出する月です。
　現況届は、引き続き手当を受ける必要があるかどうかを審査する大切なものです。提出がないと手当
が支給されなくなります。
　なお、該当者には、7月下旬ごろに通知を送付しますので、手続きを行ってください。
　また、該当者で手当を受けていない方、通知はないが該当すると思われる方は、お問合せください。

　８月 9日（月）～ 20日（金）　午前９時～午後５時
　町総合会館ロビー
　現況届・手当証書・印鑑・世帯全員の住民票（手数料免除）・指定した書式の所得証明書
　役場いきいき健康課　児童家庭係（☎ 275-2111 内線 253）

　 　



　

学
校
が
地
域
住
民
の
信
頼
に
応

え
、
家
庭
や
地
域
と
連
携
・
協
力

し
て
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
に

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。『
21
世

紀
教
育
新
生
プ
ラ
ン
』
に
お
い
て

は
、
開
か
れ
た
学
校
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
学
校
評
議
員
制
度
の
導
入

を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
町
で
は
保
護
者

や
地
域
住
民
の
意
向
を
学
校
運
営

に
生
か
す
た
め
、
次
の
方
々
に
平

成
16
年
度
学
校
評
議
員
を
お
願
い

し
、
各
学
校
に
お
い
て
委
嘱
状
を

交
付
し
ま
し
た
。

☎

☎

☎

☎
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☎：

☎

　本年 5月に昭和町文化協会会長として、本町の文化・芸
術活動推進の先頭で尽力された紙漉阿原在住秋山久幸氏が
退任されました。秋山氏は専門部部長、副会長を歴任後、
平成 8年から会長として 4期 8年の永きにわたり今日の
昭和町文化協会を築く要として献身的にされてきました。
その労に対し総会の席上、佐野町長から感謝状と記念品が
授与されました。また、6月には紙漉阿原区推薦の社会教
育委員として社会教育、生涯学習の指導・普及活動に努め
た功績により中巨摩郡社会教育推進協議会から功労者表彰
を受けました。

　 　



　 　



　

肝
臓
っ
て
お
酒
を
飲
ん
だ
と
き

に
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
け
ど
、

腎
臓
っ
て
一
体
ど
こ
に
あ
る
だ
か
、

何
を
し
て
い
る
だ
か
解
か
ら
な
い

と
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
で
も
そ
れ

は
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
す
ご

く
肝
腎
な
こ
と
な
ん
で
す
。
是
非

少
々
お
時
間
い
た
だ
い
て
御
付
き

合
い
く
だ
さ
い
。
腎
臓
は
握
り
こ

ぶ
し
く
ら
い
の
そ
ら
豆
型
で
背
中

の
真
ん
中
く
ら
い
、
助
骨
の
真
下

に
左
右
に
１
対
あ
り
ま
す
。
24
時

間
か
け
て
体
の
水
分
や
酸
性
度
の

調
節
、
体
に
と
っ
て
不
要
な
物
質

を
漉こ

し
だ
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
水
分
を
取
っ
た
と
き

に
は
薄
い
お
し
っ
こ
を
、
砂
漠
な

ん
か
で
水
分
補
給
が
出
来
な
い
と

き
に
は
す
ご
く
濃
い
お
し
っ
こ
を

作
っ
て
調
節
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
た
く
さ
ん
汗
を
か
い
た

時
な
ど
に
は
排
尿
時
に
し
み
る
よ

う
な
感
じ
が
す
る
よ
う
な
す
ご
く

濃
黄
色
の
お
し
っ
こ
が
出
た
経
験

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
不
要
な
老
廃
物
が
た
っ
ぷ

り
濃
縮
さ
れ
て
出
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
は
む
し
ろ
腎
臓
の
機
能
が
正

常
な
証
拠
で
す
の
で
問
題
あ
り
ま

せ
ん
。

　

一
般
に
腎
臓
の
機
能
低
下
は
な

か
な
か
初
期
に
は
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
健
康
診

断
な
ど
で
尿
の
検
査
を
す
る
こ
と

は
非
常
に
有
効
な
の
で
す
。
こ
の

尿
検
査
で
は
主
に
蛋た

ん
ぱ
く白

や
血
液
の

混
入
な
ど
を
み
て
い
ま
す
。
腎
臓

は
先
ほ
ど
お
話
し
た
よ
う
に
不
要

物
を
除
去
す
る
一
種
の
ザ
ル
で
す

か
ら
、
こ
こ
か
ら
本
来
大
事
な
蛋

白
な
ど
は
漉
し
だ
さ
な
い
こ
と
が

重
要
で
す
。
し
か
し
そ
の
ザ
ル
に

損
傷
（
い
ろ
い
ろ
な
原
因
が
あ
り

ま
す
）
を
来
す
と
、
蛋
白
な
ど
が

漏
れ
出
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
放

置
す
る
と
ど
ん
ど
ん
大
き
な
穴
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ
の
段

階
で
あ
れ
ば
ま
だ
内
服
薬
で
修
復

が
可
能
で
す
の
で
、
定
期
的
に
症

状
の
な
い
う
ち
に
健
康
診
断
を
お

勧
め
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

で
も
腎
臓
が
悪
く
な
る
な
ん
て

め
っ
た
に
起
こ
る
も
の
で
は
な
い

か
ら
、
と
お
考
え
の
あ
な
た
、
最

近
で
は
そ
う
で
も
な
い
の
で
す
。

全
国
で
は
約
22
万
人
の
方
が
血
液

浄
化
の
た
め
の
透
析
医
療
を
受
け

て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
実
に
約

６
０
０
人
に
１
名
の
割
合
と
な
り
、

そ
れ
に
費
や
す
医
療
費
も
１
兆
円

を
超
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
決
し
て
他
人
事
で
は
な

い
の
で
す
。
特
に
糖
尿
病
が
原
因

の
腎
不
全
の
患
者
さ
ん
が
近
年
増

加
し
、
新
規
に
導
入
さ
れ
る
方
の

⅓
は
糖
尿
病
が
原
因
で
腎
不
全
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
も
山
梨

の
頻
度
は
全
国
平
均
の
数
年
先
の

多
さ
で
す
か
ら
、
過
食
は
体
の
た

め
に
も
腎
臓
の
た
め
に
も
注
意
が

必
要
で
す
ね
。

　

腎
臓
は
大
事
に
使
え
ば
一
生

使
っ
て
も
使
い
切
れ
な
い
ほ
ど
の

能
力
を
持
っ
た
頼
も
し
い
臓
器
で

す
。
高
々
ザ
ル
で
す
が
、
さ
れ
ど

ザ
ル
で
す
の
で
、
そ
の
能
力
を
十

分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
も
ザ
ル

に
負
担
を
か
け
な
い
様
、
高
血
圧

や
糖
尿
病
に
は
十
分
注
意
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

   　

   

企
画　

財
団
法
人　

里
仁
会

　

１
９
１
２
年
（
大
正
元
）
年
の
８

月
５
日
、
東
京
・
数
寄
屋
橋
に
本
社

を
置
く
「
タ
ク
シ
ー
自
働
車
株
式
会

社
」
が
Ｔ
型
フ
ォ
ー
ド
６
台
で
営
業
を

ス
タ
ー
ト
し
た
の
に
ち
な
ん
で
、
社
団

法
人
東
京
乗
用
旅
客
自
動
車
協
会
が

１
９
６
７
（
昭
和
42
）
年
に
制
定
し
ま

し
た
。

　

当
時
の
料
金
は
最
初
の
１
マ
イ
ル

（
約
1.6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
が
60
銭
、
半

マ
イ
ル
増
す
ご
と
に
10
銭
。
１
９
２
１

（
大
正
10
）
年
の
関
東
大
震
災
で
は
自

動
車
は
唯
一
動
け
る
交
通
機
関
と
し

て
注
目
を
集
め
、
タ
ク
シ
ー
も
飛
躍
的

に
発
展
し
ま
し
た
。

　

昭
和
に
入
り
戦
時
体
制
の
た
め

ガ
ソ
リ
ン
使
用
が
全
面
的
に
禁
止

に
。
戦
火
が
激
し
く
な
る
に
つ
れ
て

タ
ク
シ
ー
会
社
の
統
合
が
進
ん
で
い

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
終
戦
後
、
タ

ク
シ
ー
会
社
の
台
数
は
再
び
増
え
始

め
、
１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
の
朝
鮮

動
乱
に
よ
る
特
需
ブ
ー
ム
、
ガ
ソ
リ
ン

統
制
解
除
な
ど
の
好
条
件
を
背
景
に
、

ま
た
勢
い
を
取
り
戻
し
て
い
き
ま
し

た
。

　

タ
ク
シ
ー
が
普
及
す
る
に
つ
れ
、

い
わ
ゆ
る〝
白
タ
ク
〞や
無
謀
運
転
な

ど
が
問
題
に
。
そ
う
し
た
状
況
を
打

破
す
る
た
め
、
業
界
団
体
が
組
織
さ

れ
、
１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
に
は
、

タ
ク
シ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目

指
し
て
「
東
京
タ
ク
シ
ー
近
代
化
セ
ン

タ
ー
」（
現
・
財
団
法
人
東
京
タ
ク
シ
ー

セ
ン
タ
ー
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
大
き
な
荷
物
の
あ
る
と

き
に
便
利
な
ワ
ゴ
ン
タ
ク
シ
ー
、
車
イ

ス
や
寝
台
の
ま
ま
で
も
乗
れ
る
福
祉
タ

ク
シ
ー
、
深
夜
に
走
る
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
な
ど
、
利
用
者
の
要
望
に
応
じ
た

様
々
な
種
類
の
タ
ク
シ
ー
が
登
場
し
て

い
ま
す
。
タ
ク
シ
ー
は
そ
う
し
た
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
、
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア

の
24
時
間
営
業
を
行
い
、
都
市
生
活
に

は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
役
割
を

担
っ
て
い
る
の
で
す
。

　 　



☎

　 　



☎

⇨

⇨

　 　



☎

　 　



　8月 4日（水）
　　　午後 1時 30分～ 4時
　町長室

＊あらかじめ まで
　ご連絡ください。
　 ☎

　4日・11日・18日・25日
　　　の水曜日
　　　午後 1時 30分～ 4時
　社会福祉協議会

＊あらかじめ
　までご連絡ください。
　 ☎

　8月 18日（水）
　　　午後 1時～ 3時
　町中央公民館 2階

　
※直接会場へおこしください。
　お問合せは
まで ☎

　随時（水・金・土・日曜日、
　　　祝日は除く）

午前 9時～午後 4時
　町中央公民館２階

＊直接会場へおこしください。
　お問合せは、
まで ☎

　月～金曜日は受付のみ
　　　月～金曜日は
　　　午前8時30分～午後5時
　　　第 2・第 4土曜日は
　　　午後1時30分～4時

　町総合会館 2階相談室
　
＊直接会場へおこしください。
　お問合せは、

まで ☎

　8月 20日（金）
　町総合会館裏
　午後 1時～

☎

　 　



　

❶

❷

❶

❷

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❶

❷

❸

　 　



☎

納
豆
に
わ
さ
び
た
れ
入
れ
曽
孫
食
ぶ

ア
マ
リ
リ
ス
群
が
り
炎
え
て
老
婆
病
む

町
長
の
土
産
は
重
し
旅
涼
し

生
き
が
い
と
言
ふ
名
の
旅
や
雪
解
富
士

梅
雨
深
し
窓
辺
に
吊
り
し
千
羽
鶴

目
ば
か
り
を
出
し
て
覆
い
や
袋
掛
け

信
玄
の
治
水
築
堤
草
い
き
れ

細
紐
ほ
ど
に
落
つ
る
が
見
え
て
隠
れ
滝

雉
子
鳴
く
や
今
日
の
リ
ハ
ビ
リ
怠
け
る
な
と

メ
ロ
ン
食
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　町では、県及び国の補助制度を活用し、木造個人住宅の耐
震診断を無料で行います。

　昭和 56 年 5月 31 日以前に木造従来工法で建築
　　　　　された 2階建て以下の個人住宅

　30戸（先着順）
　8月10日（火）～24日（火）　土・日曜日は除く
　役場都市計画課　開発指導係

　　　　　（☎ 275-2111 内線 231）

　9月 3日・7日・10日・14日・17日・21日・24日・
　　　　28日（火・金曜日）　午後 8時～ 10時

　常永公園テニスコート
　1人　1,500 円
　30名（定員になり次第締め切ります。）
　各自テニスラケット持参
　町教育委員会生涯学習課　生涯スポーツ係

　　　　（☎ 275-3737）

　町立図書館では『手づくり絵本教室』を開催します。お子
さんの成長記録、夏の思い出、創作童話など世界でたった１
冊の本をつくってみませんか。小さなお子さん連れでも大丈
夫。安心してご参加ください。

　9月 8日・15日・22日・29日・10月 6日
　　　　（全て水曜日です）　午前 10時～正午
　　　　全 5回で１冊の絵本が完成します。

　町立図書館　視聴覚室
　テキスト代 200 円
　20 名（申込み多数の場合は、初めての方を優先さ

　　　　せていただきます。）
　8月 27日（金）
　町立図書館（☎ 275-7860）　担当　秋山

　8月 8日（日）　午前 8時～（雨天時中止）
　①びん類（ビールびん大小・一升びん、ケース付き

　　　　　　　　　だとありがたいです）
　　　　②缶　類（アルミ缶をつぶさずに）
　　　　③新　聞（チラシ・広告が混ざってもかまいません）
　　　　④雑　誌（チラシ・広告が混ざってもかまいません）
　　　　⑤ダンボール （新聞や雑誌・広告などとはいっしょにしない）
　　　　＊恐れ入りますが、
　　　　　・上記の品だけに限っていただけると幸いです。
　　　　　・地区生徒会のない清水新居区は回収しません。

　押原中学校（☎ 275-2040）教頭か生徒会顧問まで

　釜無工業団地テニスコートの改修工事を行います。
　工事にともない 8月 1日（日）から 9月 30日（木）までの間、
テニスコートの使用はできません。工事期間中、みなさまに
はご迷惑・ご不便をおかけしますが、ご協力お願いします。
　

　町教育委員会生涯学習課　生涯スポーツ係
　　　　（☎ 275-3737）
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　中巨摩地区広域事務組合『衛生センター』（し尿処理施設）
におきましては、トラックスケール更新工事のため、次の期
間休業となります。
　つきましては、この期間は、し尿・浄化槽汚泥の搬入がで
きないため、家庭や事業所等の「し尿の汲み取り」や「浄化
槽の清掃」等ができませんので、ご協力をお願いいたします。

　8月 13日（金）～ 17日（火）
　役場環境衛生課（☎ 275-2111）

　様々なハーブの栽培を土づくりからはじめてみませんか？
ハーブ栽培のノウハウを、上河東の『ハーブショップ YOU’
樹 ( ゆうき )』の武井正征さんにご指導いただき、専用の畑
を使って実習します。

　平成16年9月1日（水）から平成17年2月28日（月）
　　　　の 6か月間（＊実習は概ね月 2回程度。ただし畑の
　　　　管理は随時実施。）

　上河東地内（常永小学校南側のハーブ栽培専用畑）
　＊活用目的に応じたハーブの播

はしゅ

種、間引きや株分け、
　　　　　挿し芽など畑での栽培実習
　　　　＊収穫したハーブの活用と保存の実習

　実習期間を通して畑の管理と実習に参加できる町内
　　　　在住者

　3,500 円（種苗代、肥料代）
　10名（定員になり次第締切ります。）
　役場産業課　農政振興係（☎275-2111内線243・244）

　　　　8月 9日（月）から電話で受付けます。
　　　　＊土・日曜日、祝日は除きます。
　　　　＊申込み前に現地見学も行えますので、武井さんに
　　　　　見学の旨を伝えていただき、ハーブ栽培の様子を
　　　　　ご確認ください。
　　　　　（連絡先：ハーブショップYOU’樹　☎275-0480）

　町では、人と自然に優しい環境保全型農業の観点から、農
家の方々に化学肥料の使用量を極力抑え、安全で環境に優し
い食糧生産を実践していただくため、また一般の町民の方々
にれんげ畑の景観を楽しんでもらい、農地の大切さや農業へ
の理解を深めていただくため、れんげ草の種を無料配布いた
します。
　下記の要領をご確認のうえ、お申込みください。

　1反以上の農地を所有し、農家台帳に記載のある方

　9月 1日（水）～ 10月 29日（金）
　＊土・日曜日、祝日は除きます。
　＊ 1反あたり 2㎏を配布します。
　＊数量に限りがありますので、電話で確認のうえ役場産業
　　課の窓口へお越しください。
　＊在庫がなくなり次第配布終了といたします。

　役場産業課　農政振興係（☎ 275-2111　内線 243・244）

　英雄やヒーローに焦点をあててきた歴史学に異を唱え、庶
民の視点から日本の近代史を捉えてきた歴史家の色川大吉さ
ん。市民が、自らの人生を記録しようという「自分史」とい
う言葉も色川さんが世に送り出しました。戦前・戦中・戦後
と名も無き人々の歩みを見続けてきた 78 歳の歴史家が、混
迷する現代日本人の「歴史認識」について明快に語りおろし
ます。

　8月 10日（火）　午後 7時 30分～
　町役場別棟会議室
　「現代日本人の歴史認識」

　　　　＝ 8・15を前に靖国・特攻・戦争を考える＝
　歴史家　色川大吉氏
　200 円（当日徴収します）
　8月 2日（月）から電話で受付を開始します。

　　　　＊全講座 11回分を申込み済の方は必要ありません。
　町教育委員会生涯学習課　生涯学習係（☎275-3737）

　親子で夏のひとときを楽しめるイベント「サンフルフェス
ティバル」を開催します。また、園内では、メインとなるパ
ノラマ花壇でサルビアやマリーゴールドが一面に開花します。

　8月 1日（日）～ 17日（火）
　県フラワーセンター（明野村）
　＊親子で楽しめる夏休み工作教室の開設

　　　　＊水遊び場やキッズコーナーの開設　など
　入園料（大人 500 円、小人 250 円）
　県フラワーセンター

　　　　（☎0551-25-4700　℻0551-20-2122）
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